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若桜町 町勢要覧

人
と
自
然
が
お

り
な
す
素 晴らしい 故 郷

若桜町



　若
桜
町
は
、
鳥
取
県
の
東
南
端
に
位
置
し
、
中
世
か

ら
近
世
に
か
け
て
鬼
ヶ
城
を
中
心
に
城
下
町
と
し
て

栄
え
、ま
た
、国
定
公
園
氷
ノ
山
を
仰
ぎ
、豊
か
な
自
然

に
恵
ま
れ
た
、
今
も
歴
史
と
文
化
、
自
然
の
香
り
高
い

ま
ち
で
す
。

　若
桜
町
は
多
く
の
観
光
資
源
に
恵
ま
れ
て
お
り
、
国

指
定
重
要
文
化
財
の
不
動
院
岩
屋
堂
や
カ
リ
ヤ
通
り
、

蔵
通
り
、山
や
川
な
ど
風
光
明
媚
な
場
所
も
多
く
残
っ

て
い
ま
す
し
、
若
桜
鉄
道
で
は
、
水
戸
岡
鋭
治
氏
の

デ
ザ
イ
ン
に
よ
る
観
光
列
車
が
運
行
し
て
い
ま
す
。

　ま
た
、保
育
料
無
償
化
や
住
宅
助
成
、給
食
費
助
成
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
推
進
な
ど
子
育
て
が
し
や
す
い
環
境

づ
く
り
に
特
に
力
を
入
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　今
後
も
、
町
民
の
皆
様
が
安
全
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

た
め
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
、
明
る
く
元
気
な
ま
ち

を
つ
く
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
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た
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　若
桜
鉄
道
若
桜
線
は
、
八
頭
町
の
郡

家
駅
か
ら
若
桜
町
の
若
桜
駅
を
結
ぶ

19
・
２
キ
ロ
の
鉄
道
路
線
で
す
。
も
と

も
と
、
木
材
を
は
じ
め
と
す
る
貨
物
や

旅
客
輸
送
を
目
的
に
、
鉄
道
省
若
桜
線

と
し
て
昭
和
５
年
に
開
通
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
昭
和
62
年
４
月
に
国
鉄
分
割

民
営
化
に
よ
っ
て
、
西
日
本
旅
客
鉄
道

株
式
会
社
（
Ｊ
Ｒ
西
日
本
）
が
継
承
し

ま
す
が
、
同
年
10
月
に
Ｊ
Ｒ
若
桜
線
が

廃
止
さ
れ
、
若
桜
鉄
道
株
式
会
社
が

運
営
す
る
こ
と
に
な
り
、
現
在
に
至
り

ま
す
。

 

　若
桜
駅
構
内
に
は
、
駅
舎
を
は
じ

め
、
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
や
給
水
塔
、
手

動
式
転
車
台
な
ど
多
く
の
設
備
が
開
通

当
時
の
ま
ま
残
さ
れ
て
お
り
、
昭
和
期

の
雰
囲
気
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
平
成
20
年
６
月
に
は
、
沿

線
の
駅
舎
や
鉄
橋
な
ど
鉄
道
関
連
23
施

設
が
国
の
登
録
有
形
文
化
財
と
し
て
登

録
さ
れ
ま
し
た
。

 

　平
成
30
年
３
月
に
は
、
工
業
デ
ザ

イ
ナ
ー
・
水
戸
岡
鋭
治
氏
に
よ
っ
て
デ

ザ
イ
ン
さ
れ
た
観
光
列
車
「
昭
和
」
の

運
行
が
開
始
し
ま
し
た
。
地
元
の
人
が

乗
り
た
く
な
る
地
域
の
た
め
の
車
両
、

懐
か
し
い
風
景
を
走
る
、
笑
顔
と
笑
い

が
生
ま
れ
る
、
新
し
く
て
懐
か
し
い
鉄

道
の
旅
を
演
出
す
る
こ
と
を
コ
ン
セ
プ

ト
に
作
ら
れ
た
こ
の
車
両
は
、
内
装
に

木
材
が
ふ
ん
だ
ん
に
使
わ
れ
る
な
ど
、

人
に
優
し
く
時
代
の
求
め
る
用
と
美
が

表
現
さ
れ
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　平
成
31
年
３
月
に
は
、
観
光
列
車
２

次
車
両
と
な
る
「
八
頭
号
」
も
運
行
を

開
始
、
翌
年
に
は
３
次
車
両
も
運
行
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

W A K A S A ・ S H O W A ・ Y A Z U   S I N C E  2 0 1 8

新
し
く
て
、

懐
か
し
い

若
桜
鉄
道
の
旅

若桜駅SLと給水塔

特
集
1

若
桜
鉄
道

昔
な
が
ら
の
姿
を

今
に
残
す
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蔵通り（県民の建物100選）
かつての城下町の名残として、旧家の白壁土蔵群の
通りが残っており、往時の若桜宿の繁栄ぶりをしの
ばせます。明治の大火の際、この通りは土蔵以外の
建物や人家を建てることが禁止されましたが、現在
は清流とあいまって独特の情緒をかもしだして、格
好の散歩道となっています。

時
代
を
超
え
て
受
け
継
が
れ
る

開城は少なくとも430年もの昔にさかのぼり、中近世
城郭を今に伝える貴重な古城跡です。若桜は、かつ
てこの山城のふもとに栄えた城下町でした。

時
代
を
超
え
て
受
け
継
が
れ
る

歴
史
と
文
化

修験道寺院の建築として知られ、国の重要文化財に指定されている天然の
岩窟内にある舞台造り。本尊の不動明王は日本三大不動明王の一つです。

弁財天

　古
く
か
ら
『
弁
天
さ
ん
』
と

親
し
ま
れ
、
商
売
繁
盛
や
縁
結

び
の
神
様
と
し
て
知
ら
れ
て

い
ま
す
。９
月
初
巳
の
日
に
行

わ
れ
る「
弁
天
大
祭
」に
は
、多

く
の
参
拝
客
が
祈
願
に
訪
れ
、

賑
わ
い
ま
す
。

不動院岩屋堂
ふ どう いん いわ や どう

若桜神社（社叢は県の天然記念物）

　祭
り
は
毎
年
５
月
３
日
が

例
祭
日
で
、
御
幸
祭
は
隔
年

で
行
わ
れ
ま
す
。前
夜
の
宵

祭
り
か
ら
始
ま
り
、
松
明
の

あ
か
り
の
中
、
神
輿
３
体
が

掛
け
声
と
と
も
に
一
気
に
約

２
０
０
余
段
の
石
段
を
駆
け

上
が
る
様
は
壮
大
で
す
。

国指定史跡

国指定重要文化財

若桜鬼ヶ城跡
おに が じょう あと

若
桜
神
社
大
祭

続日本100名城に認定

「カリヤ」とは、家と道路の間に設けられた幅1.2mほ
どのひさしがついた私道で、豪雪地帯の名残をとどめ
るユニークなアーケード。カリヤは少なくなりました
が、昔はこれが続いていて、雪や雨の日でも傘をささ
ずに往来ができました。

カリヤ通り 県民の建物100選

県民の建物100選

弁
天
大
祭
毎
年
9
月（
初
巳
の
日
）

毎
年
5
月
3
日

歴史
history
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わかさ氷ノ山（１,５１０ｍ）

大山に次いで中国地方で二番目に高い山で、氷ノ山後山 
那岐山国定公園の主峰で、日本200名山にも選ばれて
います。ブナの自然林や高山植物などの豊かな植生、大山
火山帯に属する火山の地形など変化に富んでいます。

四
季
の
香
り
を
感
じ
る

四
季
の
香
り
を
感
じ
る

豊
か
な

　
  

自
然

　自
然
を
と
こ
と
ん
学
ん
で

楽
し
め
る
館
内
見
学
無
料
の

施
設
。 

日
本
最
大
級
の
「
森
の

ジ
オ
ラ
マ
」
や
、
体
験
メ

ニ
ュ
ー
が
た
く
さ
ん
あ
り
家

族
揃
っ
て
楽
し
め
ま
す
。 

　四
季
折
々
の
自
然
を
楽
し
め

る
、
ス
ポ
ー
ツ
の
拠
点
。研
修
室
、

体
育
館
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

な
ど
も
あ
り
、
学
校
や
各
種
団
体

サ
ー
ク
ル
の
合
宿
で
の
利
用
に
も

最
適
で
す
。

『
響
の
森
』

氷
ノ
山
自
然
ふ
れ
あ
い
館

　

オートキャンプサイト

氷
ノ
山
高
原
の
宿

『
氷
太
く
ん
』

諸
鹿
渓
谷

も
ろ
が

大鹿滝

おおが　「21
世
紀
に
残
し
た
い
日
本
の
自
然

１
０
０
選
」
に
選
ば
れ
て
い
る
諸
鹿
渓

谷
は
、
溶
岩
石
で
で
き
た
岩
や
諸
鹿
七

滝
と
称
さ
れ
る
多
数
の
滝
が
約
10
キ
ロ

に
渡
っ
て
続
い
て
い
ま
す
。そ
の
中
で

も
大
鹿
滝
、出
合
滝
、雲
龍
滝
は
一
見
の

価
値
が
あ
り
ま
す
。

氷ノ山
周辺を
楽しむ

自然
NATUR E

若桜町 町勢要覧　008009　若桜町 町勢要覧



若桜町内で
森林資源を
有効活用

若桜米

活
力
あ
る
ま
ち

 

若
桜
エ
ゴ
マ
工
房

米
・エ
ゴ
マ
で
農
地
を
守
る

　若
桜
町
内
で
収
穫

さ
れ
た
エ
ゴ
マ
は
、

「
若
桜
エ
ゴ
マ
工
房
」

へ
運
ば
れ
、
乾
燥
か

ら
貯
蔵
・
焙
煎
・
搾
油
・

瓶
詰
ま
で
が
町
内
で

行
わ
れ
ま
す
。

農 

業

若桜町の農業の活性化・
米産地としてのブランドの確立・
生産者の所得UPを
目指すため

若桜町の農業の活性化に
つなげていきます

取り組み

若桜町産米ブランド化の推進
（地域統一ブランド確立）

1

町内生産者組織の立ち上げ2
町立の農産物処理加工施設を
新たに整備

3

若桜町の農業の活性化・若桜町の農業の活性化・

生産者の所得UPを生産者の所得UPを
米産地としてのブランドの確立・米産地としてのブランドの確立・

林
業
成
長
産
業
化
に
向
け
て

山
を
動
か
す
!

林 

業

若桜町内で森林資源を
有効活用していきます

取り組み

森林整備の推進1

バイオマスの活用2

若桜材の需要拡大3

活
力
あ
る

地
域
資
源
を
活
か
し
た

美味しい空気と清流
の水で育った若桜自
慢のお米です。おい
しさの秘密は昼夜の
寒暖差に起因します。

若桜町内の
製材所に搬出

若桜町
産材

先人たちが育てた
優良で豊富な
森林資源を上手に使い、
雇用の創出・森林所有者への還元を
目指すため

森林資源を上手に使い、
優良で豊富な

雇用の創出・森林所有者への還元を

産業
industry

若桜町 町勢要覧　010011　若桜町 町勢要覧



手
仕
事
の

技

ロクロ味や釉薬に独特の作風
を生み出しており、ここに住む
人の風情をそのままに伝える、
生活に息づく民芸品です。

因州若桜焼
いん しゅう わ か さ やき

挽き物
ひ もの

伝統的な木地挽きの技
法により削り出される作
品は、天然木の木目の
美しさやぬくもりが感じ
られる一品です。

　伝
統
的
な
工
芸
品
に
直
に
触
れ
、
楽
し
み
な
が

ら
選
べ
る
若
桜
の
お
み
や
げ
の
数
々
。
見
た
目
に

も
、
触
っ
て
も
、
と
て
も
味
わ
い
の
あ
る
作
品
ば

か
り
で
す
。
一
点
一
点
の
作
品
作
り
全
て
に
こ
だ

わ
り
が
あ
り
、
真
剣
に
、
ま
っ
す
ぐ
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
て
い
ね
い
な
職
人
の
技
を
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。

地
域
の
魅
力
が
詰
ま
っ
た

地
域
の
魅
力
が
詰
ま
っ
た

■地酒と奈良漬け
緑と清流の豊かな環境の
中、地元で栽培した酒米
と水を使い、また奈良漬
けは全て若桜町産の大根
と胡瓜を使っています。

素
材
に
こ
だ
わ
っ
た
、

ふ
る
さ
と
の
味
わ
い
。

若
桜 
の
味
自
慢

■吉川豚
食の安全・安心を第一に考え、自家農場
での豚の飼育から加工・販売まで、とこ
とんこだわっています。

■鯉の唐揚げ
若桜の冷たくきれ
いな水を引いた庭
池で育てられてい
る鯉は、川魚特有
の臭みがなく淡白
な味わいの鯉です。

■味噌
氷ノ山山系の天然水と良質
な米と大豆、ミネラル分豊富
な海水塩で仕込み、クラシッ
ク音楽を聴かせて熟成させ
た安心・安全な味噌です。

■弁天まんじゅう
商売繁盛や縁結びで知られる「若桜弁財天」に
ちなみ、独特の製法でつくられる縁起のよい若桜
名物です。お土産に最適です。

■夏苺ジャム
標高900mの氷ノ山ゲ
レンデで栽培した夏い
ちごを使用した使った
特別なジャムです。

■エゴマ油
100％若桜町産のエゴマ
を使用しています。

■わかさ最中
きれいなピンク色の桜の
形をした最中です。桜の
花が練り込まれた皮で白
あんを包んでいます。

＿

　今
、注
目
の
ご
当
地
グ
ル
メ
＿

　

ジ
ビ
エ

　捕
獲
さ
れ
た
鹿
は
速
や
か
に
「
わ
か
さ
29
工

房
」に
運
ば
れ
、
迅
速
に
解
体
さ
れ
、
臭
み
の
な

い
繊
細
で
う
ま
み
の
あ
る
食
材
に
な
り
ま
す
。

こ
の「
わ
か
さ
29
工
房
」は
２
０
１
７
年
6
月
に

鳥
取
県H

ACCP

（
ハ
サ
ッ
プ
）適
合
施
設
と
し

て
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

わ
か
さ
29
工
房

　若
桜
町
で
駆
除
さ
れ
、
食
肉
で
は
活
用
し
き

れ
な
い
鹿
革
を
活
用
し
、「
命
を
大
切
に
使
い
き

る
」と
い
う
思
い
の
も
と
、
鞄
や
財
布
な
ど
の
革

製
品
を
製
作
・
販
売
し
て
い
ま
す
。

革
工
房
「D

ear

＊D
eer

」

●
ジ
ビ
エ
と
は
？

　狩
猟
で
得
た
野
生
鳥
獣
の
食
肉
を
意
味
す
る

言
葉
（
フ
ラ
ン
ス
語
）
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は

貴
族
の
伝
統
料
理
と
し
て
古
く
か
ら
発
展
し
て

き
た
食
文
化
で
す
。

【
若
桜
の
ジ
ビ
エ
】

　氷
ノ
山
山
系
の
清
ら
か
な
天
然
水
と
豊
か
な

山
の
恵
み
、
ど
ん
ぐ
り
や
栗
な
ど
を
食
べ
て

育
っ
た
鹿
は
、
上
品
で
ク
セ
が
な
い
な
が
ら
も

味
わ
い
深
く
、
肉
質
も
高
低
差
の
多
い
山
で
走

り
回
る
豊
富
な
運
動
量
に
よ
り
、
引
き
締
ま
り

し
な
や
か
で
す
。

鹿ステーキ

HACCPとは食品を製造する際に安全を確保するため、製造・加工
過程のあらゆる段階で発生する恐れのある微生物汚染などの危険
をあらかじめ分析し、その結果に基づき、工程のどの段階でどのよう
な対策をすれば、より安全な製品を製造することができるかという
重点管理を定め、これを連続的に監視する管理の手法のことです。
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子
育
て
支
援
制
度
一
覧

妊娠～出産就学後 誕生～就学前
□
入
学
・
7
年
生
進
級
祝
金

□
不
妊
治
療
費
用
の
助
成

　1
回
10
万
円
（
年
2
回
ま
で
）

□
妊
婦
健
診

　
無
料（
14
回
）　

□
妊
婦
歯
科
検
診
費

　
無
料（
妊
娠
1
回
に
つ
き
1
回
）

□
出
産
祝
金
支
給
事
業

□
任
意
予
防
接
種
費
用

　
無
料

四
種
混
合
・
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
・
小
児
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
・

日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
・
M
R
ワ
ク
チ
ン（
麻
疹
・
風
疹
）・

B
C
G
・
水
痘

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種（
乳
児
〜
高
校
生
）・

ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
予
防
接
種・

通
院 

5
3
0
円
／
日

・
入
院 

1
、
2
0
0
円
／
日

・
院
外
薬
局
：
負
担
な
し

負担上限

□
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム

　わ
か
さ
こ
ど
も
園
に
通
う
年
長
児
の
う
ち
、

若
桜
学
園
に
入
学
予
定
の
園
児
に
算
数
セ
ッ
ト
・

粘
土
セ
ッ
ト
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
！

5
0
0
円
／
時
間
　
以
降
2
5
0
円
／
30
分

□
就
学
前
支
援

□
新
生
児
聴
覚
検
査
費
助
成

若
桜
学
園
に
入
学
ま
た
は
7
年
生
に
進
級
す
る
児
童
・

生
徒
の
保
護
者
に
祝
金
1
万
円
／
1
人

□
学
校
給
食
費
補
助

　
若
桜
学
園
児
童
・
生
徒
の
給
食
費
½
補
助

□
ひ
と
り
親
家
庭
入
学
支
度
金

若
桜
学
園
ま
た
は
特
別
支
援
学
校
に
入
学
ま
た
は

7
年
生
に
進
級
す
る
児
童
・
生
徒
の
保
護
者
に

祝
金
1
万
円
／
1
人
（
所
得
要
件
あ
り
）

自然豊かな若桜町でのびのび、いきいき子育てを。
　
わ
か
さ
こ
ど
も
園
は
、
町
立
の
幼
保
連
携
型

認
定
こ
ど
も
園
で
す
。
0
歳
児
か
ら
5
歳
児
ま

で
の
お
子
様
を
受
け
入
れ
、
教
育
・
保
育
を
一

体
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

町民第1子より

保育料
無料

（給食費を含む）
平成26年度～

□
未
熟
児
養
育
医
療
費
助
成

□
定
期
予
防
接
種
費
用

　
無
料

□
生
後
1
ヶ
月
検
診
費

　
母
子
と
も
に
無
料

地
域
で
子
育
て
の
手
助
け
を
し
て
ほ
し
い
方
、
お
手
伝
い

が
で
き
る
方
が
会
員
と
な
り
、
有
料
で
助
け
合
う
仲
間
を

つ
く
っ
て
い
ま
す
。

2
、0
0
0
円

第
1
子
・
第
2
子  

5
万
円

第
3
子
以
降 

　
　 

10
万
円

□
子
育
て
応
援
給
付
金
支
給
事
業

子
ど
も
1
人
に
つ
き
月
3
万
円
（
1
歳
ま
で
）

□
子
育
て
世
代
包
括
支
援
事
業

　育
児
教
室
・
乳
幼
児
相
談
・
家
庭
訪
問
な
ど
を
実
施

□
通
学
助
成
金

公
共
交
通
機
関
の
定
期
券
を
購
入
し
て
通
学
す
る

高
校
生
に
1
0
、
0
0
0
円
／
月
を
助
成
（
町
民
の
み
）

□
広
域
連
携
に
よ
る
病
児
・
病
後
児
保
育
事
業

　

2
、
5
0
0
円
／
日
　
※
2
、
0
0
0
円
の
助
成
制
度
あ
り

□
就
学
援
助
費

　経
済
的
に
就
学
が
困
難
な
児
童
・
生
徒
に
学
用
品
費
・

　修
学
旅
行
費
・
給
食
費
等
を
支
給

□
特
別
医
療
費
助
成

　
乳
児
〜
高
校
生

幼
保
連
携
型
の
認
定
こ
ど
も
園

生
後
6
か
月
〜
就
学
前
の
保
育
・
教
育
を
実
施

3歳未満児  1,800円／日

3歳児以上  1,500円／日

一時預かり保育の実施
（在園児以外／平日・土曜日 7：30～18：00）

保護者の通院・冠婚葬祭・リフレッシュなど、一時
的な保育が必要なときにお子様をお預かりします。

わ
か
さ
こ
ど
も
園

早朝保育・延長保育・土曜日
1日保育

入園時のお祝いとしてプレゼント!!

早朝 7時から ／ 延長 19時まで

（わかさこども園在園児）

延長保育
預かり保育

100円／日～

200円／日～

園服／体操服（半袖・長袖上下）／
カラー帽子／スモック

「子育て支援センター・遊びば」
敷地内に新設されおり、就園前の子育て家庭等に対する
育児支援を行います。

要事前
連絡

　
平
成
24
年
4
月
開
校
の
木
の
香
り
漂
う
広
い

校
舎
で
、
小
学
生
と
中
学
生
が
一
緒
に
授
業
や

学
校
行
事
を
す
る
機
会
も
あ
り
ま
す
。

施
設
一
体
型
小
中
一
貫
校

小
学
1
年
生
〜
中
学
3
年
生
ま
で
9
年
間
の
教
育
を
実
施

若
桜
学
園

子育て・教育

学習支援教室
小・中学生を対象とした学習会を開催しています。

□放課後学習支援教室
□小学生夏休み学習支援教室
□中学生夏休み学習支援教室

（対象：1～6年生）
（対象：1～6年生）
（対象：7～9年生）

放課後児童クラブ

放課後に保護者等が自宅におられ
ないお子様をお預かりします。

（対象：こども園卒園後～小学6年生）

100 円／日
（放課後）

300 円／日
（土曜日・長期休業等）

わかさ温水プールの無料券の配布
（長期休暇のみ）

児童・生徒に対する教師の
割合が高い

氷ノ山スキー場リフト券料金無料

特集 2

ICT（情報通信技術）環境整備

満1歳～小学校就学前の幼児が病気の「回復期」にあるもの
の、ほかの児童との集団生活が困難なときに、病後児専用保
育室でお預かりします。

病後児保育 500円／日

□
通
学
用
定
期
券
・
回
数
券
等
の
支
給

　
バ
ス
通
学
対
象
児
童
・
生
徒
に
定
期
券
・
回
数
券
を
支
給

生
後
4
か
月
〜
小
学
校
6
年
生
ま
で
の
乳
幼
児
・
児
童
が
病
気
の

「
回
復
期
に
至
ら
な
い
場
合
」で
当
面
の
症
状
の
急
変
が
認
め
ら
れ

な
い
と
き
、ま
た
は
、病
気
の「
回
復
期
」に
あ
る
も
の
の
、ほ
か
の
児

童
と
の
集
団
生
活
が
困
難
な
と
き
に
、鳥
取
市
の
病
児
・
病
後
児
保

育
室
で
お
預
か
り
し
ま
す
。

出
生
体
重
が
2,
0
0
0
g
以
下
の
未
熟
児
に
治
療
費

や
入
院
費
を
助
成
し
ま
す
。
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福 

祉
福
祉
の
充
実

　高
齢
者
や
障
が
い
者
を
は
じ
め
、地
域
社
会
の
だ
れ

も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ

う
、わ
か
さ
の
保
健
医
療
を
考
え
る
集
い
に
お
い
て
の

演
劇
等
を
通
じ
て
地
域
福
祉
に
対
す
る
住
民
の
理
解

に
努
め
て
い
ま
す
。

　ま
た
、事
業
者
ネ
ッ
ト
わ
か
さ
や
地
域
ケ
ア
会
議
を

通
じ
て
社
会
福
祉
協
議
会
や
民
生
委
員
、福
祉
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
等
、関
係
機
関
と
の
連
携
に
努
め
る
と
と

も
に
、
支
え
愛
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
を
開
催

し
、
生
活
支
援
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
な
が
ら
、
地
域
に

不
足
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
創
出
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

健 

康

情 

報

健
康
づ
く
り
の
推
進

　生
活
習
慣
の
改
善
に
向
け
た
健
康
目
標
を
設
定
し
、

目
標
の
達
成
に
向
け
て
栄
養
・
運
動
・
休
養
を
取
り

入
れ
た
健
康
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
し
、生
活
習
慣
病
の

予
防
に
重
点
を
置
い
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

笑
い
の
動
作
と
呼
吸
法
を
組
み
合
わ
せ
た
笑
い
ケ
ア

体
操
を
普
及
す
る
こ
と
で
、認
知
症
の
予
防
な
ど
介
護

予
防
や
心
の
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　若
桜
町
で
は
健
康
づ
く
り
条
例
を
制
定
し
、
行
政
・

職
場
・
団
体
・
ク
ラ
ブ
・
住
民
が
一
体
と
な
っ
た
健

康
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

安 

全
地
域
防
災
の
充
実

　自
然
災
害
な
ど
か
ら
住
民
の
生
命
・
財
産
を
守
り
、

被
害
を
最
小
限
に
お
さ
え
る
た
め
、災
害
に
対
す
る
住
民

の
防
災
意
識
を
高
め
、
行
政
と
住
民
が
一
体
と
な
っ
て

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
計
画
的
に
進
め
て
い
ま
す
。

　地
震
な
ど
の
災
害
発
生
に
対
し
て
迅
速
に
対
応
で

き
る
よ
う
、防
災
訓
練
や
町
消
防
団
・
自
警
団
・
八
頭

消
防
署
に
よ
る
合
同
消
防
演
習
や
啓
発
活
動
を
行
い
、

「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち
で
守
る
」
と
い
う
郷

土
愛
の
精
神
に
基
づ
き
、
み
ん
な
で
支
え
合
い
、
助
け

合
う
た
め
に
も
、そ
の
集
落
に
合
っ
た
自
主
防
災
組
織

づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　町
内
全
域
に
光
フ
ァ
イ
バ
ー
を
敷
設
、Ｉ
Ｐ
告
知
端

末
を
各
世
帯
に
設
置
し
て
い
ま
す
。さ
ら
に
河
川
監
視

カ
メ
ラ
を
町
内
20
箇
所
に
設
置
、Ｉ
Ｐ
告
知
端
末
に
画

像
を
配
信
し
防
災
に
役
立
て
て
い
ま
す
。

交 

通

情
報
基
盤
の
整
備

　移
動
通
信
情
報
鉄
塔
の
整
備
や
行
政
イ
ン
ト
ラ

ネ
ッ
ト
（
限
定
し
た
範
囲
内
で
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）の
整
備
、
鳥
取
県
情
報
ハ
イ
ウ
ェ
イ

（
光
フ
ァ
イ
バ
ー
の
通
信
ケ
ー
ブ
ル
な
ど
に
よ
り
構
築

さ
れ
た
超
高
速
通
信
網
）へ
の
接
続
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー

網
の
整
備
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。そ
れ
に
よ
り
、IP
告

知
端
末
機
（
テ
レ
ビ
電
話
）
を
全
戸
及
び
各
集
落
の

公
民
館
に
設
置
し
、無
料
通
話
や
情
報
提
供
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

豊かな環境が育む

災
　地
震
な
ど
の
災
害
発
生
に
対
し
て
迅
速
に
対
応
で

消
防
署
に
よ
る
合
同
消
防
演
習
や
啓
発
活
動
を
行
い
、

土
愛
の
精
神
に
基
づ
き
、
み
ん
な
で
支
え
合
い
、
助
け

合
う
た
め
に
も
、そ
の
集
落
に
合
っ
た
自
主
防
災
組
織

　町
内
全
域
に
光
フ
ァ
イ
バ
ー
を
敷
設
、Ｉ
Ｐ
告
知
端

末
を
各
世
帯
に
設
置
し
て
い
ま
す
。さ
ら
に
河
川
監
視

像
を
配
信
し
防
災
に
役
立
て
て
い
ま
す
。

豊かな環境が育む

うるおうまちづくり

まちづくり
town planning

無料設置しているIP告知端末（テレビ電話）

わかさの保健医療を考える集い

笑いケア体操

防災カメラモニター画面

町営バス（平成31年3月導入の小型車両）

若桜町のまちづくり

生
活
交
通
の
確
保

《
鉄
道
》

　若
桜
鉄
道
は
沿
線
の
主
要
交
通
機
関
の
ひ
と
つ
で

す
。平
成
21
年
4
月
に
上
下
分
離
方
式
を
導
入
、
平
成

28
年
か
ら
は
車
両
も
若
桜
町
と
八
頭
町
で
保
有
し
、健

全
経
営
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
　

《
町
営
バ
ス
》

　落
折
・
吉
川
線
、
　米
線
の
２
路
線
を
町
営
で
運
行

し
て
い
ま
す
。平
成
29
年
４
月
よ
り
全
区
間
を
１
０
０
円

で
運
行
し
、利
便
性
の
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

《
高
速
バ
ス
》

　平
成
28
年
４
月
よ
り
、若
桜
経
由
大
阪
行
き
の
高
速

バ
ス
片
道
料
金
の
半
額
料
金（
１
，６
０
０
円
）を
助
成

し
て
い
ま
す
。
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定 

住

交 

流
平
昌
郡
と
の
国
際
交
流

　平
成
22
年
7
月
か
ら
大
韓
民
国
平
昌
郡
と
職
員
相

互
派
遣
研
修
を
開
始
し
、平
成
22
年
11
月
に
は
同
郡
と

友
好
交
流
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。行
政
や
文
化
を
学

び
、
両
国
の
架
橋
と
な
る
た
め
の
職
員
の
相
互
派
遣

や
、子
ど
も
交
流
事
業
は
継
続
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　ま
た
、町
民
を
平
昌
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
マ
ス
祭

り
に
派
遣
し
、住
民
同
士
の
交
流
も
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

移住定住・交流センター

文 

化
伝
統
文
化
・

芸
能
の
保
存
・
継
承

　町
内
に
は
若
桜
宿
内
の
伝
統
的
ま
ち
な
み
や
若
桜

神
社
大
祭
を
は
じ
め
と
す
る
歴
史
遺
産
、伝
統
文
化
が

多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
の
保
存
の
た
め
、
対

象
地
域
の
住
民
と
の
協
力
体
制
を
構
築
す
る
と
と
も

に
、所
有
者
に
よ
る
文
化
財
保
護
・
管
理
が
確
実
に
行

え
る
よ
う
な
支
援
の
充
実
が
必
要
で
す
。

　若
桜
宿
内
の
伝
統
的
な
ま
ち
な
み
と
景
観
の
保
存

に
向
け
、国
の
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
の
選

定
を
核
と
し
た
保
護
施
策
を
住
民
と
一
体
に
な
り
進

め
る
と
と
も
に
、安
心
安
全
に
住
む
こ
と
が
で
き
る
ま

ち
づ
く
り
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

本通りのまちなみ

平昌郡庁舎前・韓旺機平昌郡守（左）と矢部町長（右）

鳥 取 県
倉吉

鳥取

米子

境港

米
子
自
動
車
道

9
99
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431 若
桜
町
の

概
要

若桜町の位置
岡 山 県

若桜町

八頭町

鳥取市

智頭町

鳥
取
市

兵
庫
県

　若桜町は鳥取県の東南端に位置し、兵庫県と岡山県に接しています。町の中央部を八東
川が流れ、この川に沿って、鳥取市と姫路市を結ぶ国道 29 号が走っています。

お車で 【大阪方面から】

・中国自動車道 山崎I.C→R29／約61㎞（約1時間20分）
・中国自動車道 津山I.C→R53→智頭I.C→河原I.C→河原インター線→R29／約80㎞
（約1時間40分）
・中国自動車道 佐用JCT→河原I.C→河原インター線→R29／

約80㎞（約1時間30分）

バスで 【関西方面から】

・大阪なんば→ 山崎I.C→若桜／高速バス（約3時間）

【岡山方面から】

・岡山→ 鳥取／高速バス（約2時間40分）
鳥取駅→若桜駅／若桜鉄道（約50分）

JRで 【関西方面から】

・大阪駅→郡家駅／智頭急行・特急スーパーはくと（約2時間20分）
郡家駅→若桜駅／若桜鉄道（約30分）

【岡山方面から】

・岡山駅→郡家駅／因美線・特急スーパーいなば（約1時間40分）
郡家駅→若桜駅／若桜鉄道（約30分）

9

482

2953
373

町 章

町の木 桜

移
住
定
住
の
推
進
と
空
き
家
対
策

　田
舎
暮
ら
し
へ
の
関
心
の
高
ま
り
や
災
害
へ
の
懸

念
等
か
ら
、
行
政
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
都
市
部
で
開
催
す
る

「
移
住
相
談
会
」
へ
の
来
場
も
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。ま

た
、相
談
会
へ
来
場
さ
れ
る
年
齢
層
に
も
変
化
が
見
ら

れ
、子
育
て
世
代
を
中
心
と
し
た
若
年
層
の
割
合
が
増

え
て
い
ま
す
。「
子
育
て
支
援
」、「
教
育
環
境
」と
い
う

特
色
を
打
ち
出
し
、
相
談
件
数
が
増
加
し
て
お
り
、
一

旦
は
流
出
し
た
若
者
が「
若
桜
で
子
育
て
」を
選
択
し
、

U
タ
ー
ン
す
る
例
が
増
え
て
い
ま
す
。平
成
28
年
6
月

に
移
住
定
住
・
交
流
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
、3
名
の
相

談
員
を
配
置
し
、情
報
発
信
を
行
い
な
が
ら
移
住
者
の

地
域
定
着
支
援
に
努
め
て
い
ま
す
。

　ま
た
、町
営
若
者
向
け
住
宅
で
は
18
歳
以
下
の
子
ど
も

一
人
に
つ
き
５  

  

,
０
０
０
円
家
賃
を
減
額
し
て
い
ま
す
。

若桜町のまちづくり

ハン　ワン　ギ

鳥取砂丘コナン空港

鳥取南 I.C

鳥取西 I.C
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人
と
自
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お
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な
す
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